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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ネットワーク中で通信するための最小帯域幅と最大帯域幅の両方を示す１つまたは複数
のビットを有するフレームを生成することと、ここにおいて、前記１つまたは複数のビッ
トの異なる値が、最小帯域幅と最大帯域幅との異なる組合せにマッピングし、前記異なる
値のうちの少なくとも１つが、最小帯域幅と最大帯域幅との少なくとも２つの異なる組合
せにマッピングする、
　前記ネットワーク中の送信のために前記フレームを出力することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記フレームが管理フレームを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記フレームが、ビーコンフレームまたはプローブ応答フレームのうちの１つを備える
、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記最小帯域幅が、前記少なくとも２つの異なる組合せの各々についての前記最大帯域
幅と同じである、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記フレームを送信するために使用されるべき帯域幅に基づいて、前記少なくとも２つ
の異なる組合せのうちのどちらを使用すべきかを示すことをさらに備える、請求項１に記
載の方法。
【請求項６】
　前記１つまたは複数のビットが３ビットを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記３ビットが基本サービスセット（ＢＳＳ）帯域幅（ＢＷ）フィールドの３ビットを
備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ネットワーク中で送信されたフレームを取得することと、
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　前記フレーム中の１つまたは複数のビットに基づいて、前記ネットワーク中で通信する
ための最小帯域幅と最大帯域幅の両方を決定することと、ここにおいて、前記決定が、最
小帯域幅と最大帯域幅との異なる組合せへの前記１つまたは複数のビットの異なる値のマ
ッピングに基づいて行われ、前記異なる値のうちの少なくとも１つが、最小帯域幅と最大
帯域幅との少なくとも２つの異なる組合せにマッピングする、
　前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記ネットワーク中の通信のために出力する
ことと
　を備える、方法。
【請求項９】
　前記フレームが管理フレームを備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記フレームが、ビーコンフレームまたはプローブ応答フレームのうちの１つを備える
、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記最小帯域幅が、前記少なくとも２つの異なる組合せの各々についての前記最大帯域
幅と同じである、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記フレームがその上で取得された帯域幅に基づいて、前記少なくとも２つの異なる組
合せのうちのどちらを使用すべきかを決定することをさらに備える、請求項８に記載の方
法。
【請求項１３】
　前記１つまたは複数のビットが３ビットを備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
　前記３ビットが基本サービスセット（ＢＳＳ）帯域幅（ＢＷ）フィールドの３ビットを
備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ネットワーク中で通信するための最小帯域幅と最大帯域幅の両方を示す１つまたは複数
のビットを有するフレームを生成するように構成された処理システムと、ここにおいて、
前記１つまたは複数のビットの異なる値が、最小帯域幅と最大帯域幅との異なる組合せに
マッピングし、前記異なる値のうちの少なくとも１つが、最小帯域幅と最大帯域幅との少
なくとも２つの異なる組合せにマッピングする、
　前記ネットワーク中の送信のために前記フレームを出力するためのインターフェースと
　を備える、装置。
【請求項１６】
　前記フレームが管理フレームを備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記フレームが、ビーコンフレームまたはプローブ応答フレームのうちの１つを備える
、請求項１５に記載の装置。
【請求項１８】
　前記最小帯域幅が、前記少なくとも２つの異なる組合せの各々についての前記最大帯域
幅と同じである、請求項１５に記載の装置。
【請求項１９】
　前記装置の前記処理システムが、前記フレームを送信するために使用されるべき帯域幅
に基づいて、前記少なくとも２つの異なる組合せのうちのどちらを使用すべきかを示すよ
うにさらに構成された、請求項１５に記載の装置。
【請求項２０】
　前記１つまたは複数のビットが３ビットを備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項２１】
　前記３ビットが基本サービスセット（ＢＳＳ）帯域幅（ＢＷ）フィールドの３ビットを
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備える、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ネットワーク中で送信されたフレームを取得するように構成されたインターフェースと
、
　前記フレーム中の１つまたは複数のビットに基づいて、前記ネットワーク中で通信する
ための最小帯域幅と最大帯域幅の両方を決定することと、ここにおいて、前記決定が、最
小帯域幅と最大帯域幅との異なる組合せへの前記１つまたは複数のビットの異なる値のマ
ッピングに基づいて行われ、前記異なる値のうちの少なくとも１つが、最小帯域幅と最大
帯域幅との少なくとも２つの異なる組合せにマッピングし、前記決定に少なくとも部分的
に基づいて、前記ネットワーク中の通信のために出力することとを行うように構成された
処理システムと
　を備える、装置。
【請求項２３】
　前記フレームが管理フレームを備える、請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記フレームが、１つまたはビーコンフレームまたはプローブ応答フレームを備える、
請求項２２に記載の装置。
【請求項２５】
　前記最小帯域幅が、前記少なくとも２つの異なる組合せの各々についての前記最大帯域
幅と同じである、請求項２２に記載の装置。
【請求項２６】
　前記装置の前記処理システムは、前記フレームがその上で取得された帯域幅に基づいて
、前記少なくとも２つの異なる組合せのうちのどちらを使用すべきかを決定するようにさ
らに構成された、請求項２２に記載の装置。
【請求項２７】
　前記１つまたは複数のビットが３ビットを備える、請求項２２に記載の装置。
【請求項２８】
　前記３ビットが基本サービスセット（ＢＳＳ）帯域幅（ＢＷ）フィールドの３ビットを
備える、請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ネットワーク中で通信するための最小帯域幅と最大帯域幅の両方を示す１つまたは複数
のビットを有するフレームを生成するための手段と、ここにおいて、前記１つまたは複数
のビットの異なる値が、最小帯域幅と最大帯域幅との異なる組合せにマッピングし、前記
異なる値のうちの少なくとも１つが、最小帯域幅と最大帯域幅との少なくとも２つの異な
る組合せにマッピングする、
　前記ネットワーク中の送信のために前記フレームを出力するための手段と
　を備える、装置。
【請求項３０】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ネットワーク中で送信されたフレームを取得するための手段と、
　前記フレーム中の１つまたは複数のビットに基づいて、前記ネットワーク中で通信する
ための最小帯域幅と最大帯域幅の両方を決定するための手段と、ここにおいて、前記決定
が、最小帯域幅と最大帯域幅との異なる組合せへの前記１つまたは複数のビットの異なる
値のマッピングに基づいて行われ、前記異なる値のうちの少なくとも１つが、最小帯域幅
と最大帯域幅との少なくとも２つの異なる組合せにマッピングする、
　前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記ネットワーク中で通信するための手段と
　を備える、装置。
【請求項３１】
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　ネットワーク中で通信するための最小帯域幅と最大帯域幅の両方を示す１つまたは複数
のビットを有するフレームを生成するように構成された処理システムと、ここにおいて、
前記１つまたは複数のビットの異なる値が、最小帯域幅と最大帯域幅との異なる組合せに
マッピングし、前記異なる値のうちの少なくとも１つが、最小帯域幅と最大帯域幅との少
なくとも２つの異なる組合せにマッピングする、
　前記ネットワーク中の送信のために前記フレームを送信するように構成された送信機と
　を備える、アクセスポイント。
【請求項３２】
　ネットワーク中で送信されたフレームを受信するように構成された受信機と、
　前記フレーム中の１つまたは複数のビットに基づいて、前記ネットワーク中で通信する
ための最小帯域幅と最大帯域幅の両方を決定することと、ここにおいて、前記決定が、最
小帯域幅と最大帯域幅との異なる組合せへの前記１つまたは複数のビットの異なる値のマ
ッピングに基づいて行われ、前記異なる値のうちの少なくとも１つが、最小帯域幅と最大
帯域幅との少なくとも２つの異なる組合せにマッピングし、前記決定に少なくとも部分的
に基づいて、前記ネットワーク中の通信のために出力することとを行うように構成された
処理システムと
　を備える、ワイヤレス局。
【請求項３３】
　ネットワーク中で通信するための最小帯域幅と最大帯域幅の両方を示す１つまたは複数
のビットを有するフレームを生成することと、ここにおいて、前記１つまたは複数のビッ
トの異なる値が、最小帯域幅と最大帯域幅との異なる組合せにマッピングし、前記異なる
値のうちの少なくとも１つが、最小帯域幅と最大帯域幅との少なくとも２つの異なる組合
せにマッピングする、
　前記ネットワーク中の送信のために前記フレームを出力することと
　を行うための命令を記憶した、非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項３４】
　ネットワーク中で送信されたフレームを取得することと、
　前記フレーム中の１つまたは複数のビットに基づいて、前記ネットワーク中で通信する
ための最小帯域幅と最大帯域幅の両方を決定することと、ここにおいて、前記決定が、最
小帯域幅と最大帯域幅との異なる組合せへの前記１つまたは複数のビットの異なる値のマ
ッピングに基づいて行われ、前記異なる値のうちの少なくとも１つが、最小帯域幅と最大
帯域幅との少なくとも２つの異なる組合せにマッピングする、
　前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記ネットワーク中で通信することと
　を行うための命令を記憶した、非一時的コンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
　[0091]特許請求の範囲は、上記で示した厳密な構成および構成要素に限定されないこと
を理解されたい。上記で説明した方法および装置の構成、動作および詳細において、特許
請求の範囲から逸脱することなく、様々な改変、変更および変形が行われ得る。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ネットワーク中で通信するための最小帯域幅と最大帯域幅の両方を示す１つまたは複数
のビットを有するフレームを生成することと、
　前記ネットワーク中の送信のために前記フレームを出力することと
　を備える、方法。
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［Ｃ２］
　前記フレームが管理フレームを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記フレームが、ビーコンフレームまたはプローブ応答フレームのうちの１つを備える
、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記１つまたは複数のビットの異なる値が、最小帯域幅と最大帯域幅との異なる組合せ
にマッピングする、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記異なる値のうちの少なくとも１つが、最小帯域幅と最大帯域幅との少なくとも２つ
の異なる組合せにマッピングする、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記最小帯域幅が、前記少なくとも２つの異なる組合せの各々についての前記最大帯域
幅と同じである、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記フレームを送信するために使用されるべき帯域幅に基づいて、前記少なくとも２つ
の異なる組合せのうちのどちらを使用すべきかを示すことをさらに備える、Ｃ５に記載の
方法。
［Ｃ８］
　前記１つまたは複数のビットが３ビットを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記３ビットが基本サービスセット（ＢＳＳ）帯域幅（ＢＷ）フィールドの３ビットを
備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ネットワーク中で送信されたフレームを取得することと、
　前記フレーム中の１つまたは複数のビットに基づいて、前記ネットワーク中で通信する
ための最小帯域幅と最大帯域幅の両方を決定することと
　を備える、方法。
［Ｃ１１］
　前記フレームが管理フレームを備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記フレームが、ビーコンフレームまたはプローブ応答フレームのうちの１つを備える
、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記決定が、最小帯域幅と最大帯域幅との異なる組合せへの前記１つまたは複数のビッ
トの異なる値のマッピングに基づいて行われる、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記異なる値のうちの少なくとも１つが、最小帯域幅と最大帯域幅との少なくとも２つ
の異なる組合せにマッピングする、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記最小帯域幅が、前記少なくとも２つの異なる組合せの各々についての前記最大帯域
幅と同じである、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記フレームがその上で取得された帯域幅に基づいて、前記少なくとも２つの異なる組
合せのうちのどちらを使用すべきかを決定することをさらに備える、Ｃ１４に記載の方法
。
［Ｃ１７］
　前記１つまたは複数のビットが３ビットを備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１８］
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　前記３ビットが基本サービスセット（ＢＳＳ）帯域幅（ＢＷ）フィールドの３ビットを
備える、Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ１９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ネットワーク中で通信するための最小帯域幅と最大帯域幅の両方を示す１つまたは複数
のビットを有するフレームを生成するように構成された処理システムと、
　前記ネットワーク中の送信のために前記フレームを出力するためのインターフェースと
　を備える、装置。
［Ｃ２０］
　前記フレームが管理フレームを備える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記フレームが、ビーコンフレームまたはプローブ応答フレームのうちの１つを備える
、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記１つまたは複数のビットの異なる値が、最小帯域幅と最大帯域幅との異なる組合せ
にマッピングする、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記異なる値のうちの少なくとも１つが、最小帯域幅と最大帯域幅との少なくとも２つ
の異なる組合せにマッピングする、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記最小帯域幅が、前記少なくとも２つの異なる組合せの各々についての前記最大帯域
幅と同じである、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記装置の前記処理システムが、前記フレームを送信するために使用されるべき帯域幅
に基づいて、前記少なくとも２つの異なる組合せのうちのどちらを使用すべきかを示すよ
うにさらに構成された、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記１つまたは複数のビットが３ビットを備える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記３ビットが基本サービスセット（ＢＳＳ）帯域幅（ＢＷ）フィールドの３ビットを
備える、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２８］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ネットワーク中で送信されたフレームを取得するように構成されたインターフェースと
、
　前記フレーム中の１つまたは複数のビットに基づいて、前記ネットワーク中で通信する
ための最小帯域幅と最大帯域幅の両方を決定するように構成された処理システムと
　を備える、装置。
［Ｃ２９］
　前記フレームが管理フレームを備える、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記フレームが、１つまたはビーコンフレームまたはプローブ応答フレームを備える、
Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３１］
　前記決定が、最小帯域幅と最大帯域幅との異なる組合せへの前記１つまたは複数のビッ
トの異なる値のマッピングに基づいて行われる、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３２］
　前記異なる値のうちの少なくとも１つが、最小帯域幅と最大帯域幅との少なくとも２つ
の異なる組合せにマッピングする、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３３］
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　前記最小帯域幅が、前記少なくとも２つの異なる組合せの各々についての前記最大帯域
幅と同じである、Ｃ３２に記載の装置。
［Ｃ３４］
　前記装置の前記処理システムは、前記フレームがその上で取得された帯域幅に基づいて
、前記少なくとも２つの異なる組合せのうちのどちらを使用すべきかを決定するようにさ
らに構成された、Ｃ３２に記載の装置。
［Ｃ３５］
　前記１つまたは複数のビットが３ビットを備える、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３６］
　前記３ビットが基本サービスセット（ＢＳＳ）帯域幅（ＢＷ）フィールドの３ビットを
備える、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ３７］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ネットワーク中で通信するための最小帯域幅と最大帯域幅の両方を示す１つまたは複数
のビットを有するフレームを生成するための手段と、
　前記ネットワーク中の送信のために前記フレームを出力するための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ３８］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ネットワーク中で送信されたフレームを取得するための手段と、
　前記フレーム中の１つまたは複数のビットに基づいて、前記ネットワーク中で通信する
ための最小帯域幅と最大帯域幅の両方を決定するための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ３９］
　少なくとも１つのアンテナと、
　ネットワーク中で通信するための最小帯域幅と最大帯域幅の両方を示す１つまたは複数
のビットを有するフレームを生成するように構成された処理システムと、
　前記少なくとも１つのアンテナを介して、前記ネットワーク中の送信のために前記フレ
ームを送信するように構成された送信機と
　を備える、アクセスポイント。
［Ｃ４０］
　少なくとも１つのアンテナと、
　前記少なくとも１つのアンテナを介して、ネットワーク中で送信されたフレームを受信
するように構成された受信機と、
　前記フレーム中の１つまたは複数のビットに基づいて、前記ネットワーク中で通信する
ための最小帯域幅と最大帯域幅の両方を決定するように構成された処理システムと
　を備える、ワイヤレス局。
［Ｃ４１］
　ネットワーク中で通信するための最小帯域幅と最大帯域幅の両方を示す１つまたは複数
のビットを有するフレームを生成することと、
　前記ネットワーク中の送信のために前記フレームを出力することと
　を行うための命令を記憶したコンピュータ可読媒体を備える、ワイヤレス通信のための
コンピュータプログラム製品。
［Ｃ４２］
　ネットワーク中で送信されたフレームを取得することと、
　前記フレーム中の１つまたは複数のビットに基づいて、前記ネットワーク中で通信する
ための最小帯域幅と最大帯域幅の両方を決定することと
　を行うための命令を記憶したコンピュータ可読媒体を備える、ワイヤレス通信のための
コンピュータプログラム製品。
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